
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ホリスティック医学の一つの柱となるのが“エネルギー”

ですが、エネルギーを「意識」の点から研究したのが体

外離脱で有名なロバート・モンローの「ヘミシンク」です。 

                 ヘミシンクとは、ヘミスフェリッ

ク・シンクロナイゼーション（左

右半脳の同調）の略であり、

何層ものオーディオ信号を組

み合わせることによって共鳴 

現象を起こし、体外離脱状態へと誘導する技術です。 

その原理と医療への応用を一般の方も十分に理解で 

きるように分かりやすく説明していただきます。 

りやすく解説していただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

★zoom 受講・録画配信対応講座★ 

■受講料：１時間 30分×４コマ 13,200円（税込） 

■講師：坂本政道氏/ モンロー研究所公式認定レジデンシャ

ル・トレーナー、株式会社アクアヴィジョン・アカデミー代表取締

役。東京大学理学部物理学科卒、カナダトロント大学電子工学

科修士課程終了。1977年～87年ソニー(株)にて半導体素子の

開発に従事。2000年に変性意識状態の研究に専心するために

退社）し、ロバート・モンローの意識研究の普及のために株式会

社アクアヴィジョン・アカデミーを設立。 

■11/４、12/２、１/６、２/３（全て金曜）各回 19:30～21:00 

 

 

◎この講座の概要◎ 

★第１回（11／４）「ヘミシンクの基礎」（フォーカスとは） 

★第２回（12／２）「死後世界、過去世、ガイド、救出 

活動」（フォーカス 23から 27） 

★第３回（１／６）「トータルセルフ、地球外生命体、銀 

河を超える」（フォーカス 35から 49） 

★第４回（２／３）「ヘミシンクの医学的応用」 

 

「変性意識」には、さまざまな、数限りない状態が存 

在します。そこで、ロバート・モンローは、特定の意識 

状態を表す指標として、フォーカス・レベルという概念 

を導入しました（フォーカス１～49、さらにその上）。 

 

＜申し込み方法＞ 

「ヘミシンク講座」申込として、下記の項目をメール 

またはファックスでお送りいただき、お振込下さい。振込を 

もって正式受付となります。 

① 講座名②日程③氏名（ふりがな）④住所 

⑤連絡先（当日つながる電話番号）⑥メールアドレス 

⑦「zoom 受講」「録画配信」のいずれかを選択 

 

■ 主催・お問い合わせ： （有）ホリスティックヘルス情報室   

   E メール： hic@a7.rimnet.ne.jp    FAX: 03-5572-8219    

   URL： http://holistichealthinfo.web.fc2.com/index.html 

◎ お振込先 

 三菱ＵＦＪ銀行虎ノ門中央支店 普通５８３２９５０ （有）ホリスティックヘルス情報室 

“意識の変容”をもたらす「ヘミシンク」と医療応用 

＜ゲスト・スピーカーズ・レクチャー＞ 

体外離脱体験を活用して意識研究を 

行った「ヘミシンク」の知見を学ぶ 

 

ホリスティックヘルス情報室（赤坂溜池クリニック付属） 

            ＜各回の内容のご案内＞ 

 

★第１回「ヘミシンクの基礎」 

ヘミシンクが開発された経緯、原理、ヘミシンクで可能になること

についてお話しします。具体的にはロバート・モンローと体外離脱体

験、ヘミシンクの原理、フォーカス・レベルの概要とフォーカス 10 か

ら 21まで、CD、セミナーについて。 

★第２回「死後世界、過去世、ガイド、救出活動」 

死後世界（フォーカス 23から 27まで）の詳細な構造、過去世とそ

の具体例、ガイドとはどういう存在なのか、その具体的例、救出活

動とは何か、どういう効果があるのか、その具体例についてお話し

します。 

★第３回「トータルセルフ、地球外生命体、銀河を超える」 

フォーカス 35から 49での体験を中心に、トータルセルフ（自分の

総体）、他の星や銀河を訪問し遭遇した地球外生命体、さらに大き

な意識としての自分、創造主とは何か、覚醒とは何かといったテー

マについてお話しします。 

★第４回「ヘミシンクの医学的応用」 

 ヘミシンクを過去 20 年聴いてきて私自身がどう変わったのか、特

に恐れとトラウマの解消（精神医療的応用）を中心にお話しします。

また、『全脳革命』からヘミシンクの医療現場での応用についてお話

しします。 


